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所
長

主
任

所
長

主
任

印 印
点検場所 点検する内容 評価 評価

・危険な物（石やガラス、釘、たばこの吸い殻等）が落ちていないか

・遊具は安全か

・固定遊具の下は安全か

・砂場の掘り起こし（日光消毒）がされているか

・外流し（手洗い、水飲み用）に砂などが溜まっていないか

・遊具が破損していないか

・遊具が整理され、雨水等が溜まっていないか

・

・

・跳び箱、跳び板、巧技台、平均台の破損はないか

・ままごと、ブロック等に壊れたものが入っていないか

・ピアノの上は整理されているか（転倒防止）

・棚の上が整理されているか（落下危険防止）

・ささくれている所はないか（床、平均台等）

・

・

・落下しそうな物はないか

・避難時に障害となるものは置いていないか

・消火器は適切に設置されているか

・子どもの手の届くところに画鋲や釘の抜き忘れはないか

・ささくれている所はないか

・

・

・破損箇所はないか

・床面など濡れて滑りやすくなっていないか

・ドアのノブや取っ手又、ちょうつがいはきちんとついているか

・

・

・落下しそうな物はないか

・避難時に障害となるものは置いていないか

・

・

・非常時用品が準備されているか

・危険物が子どもの手の届くところにおかれていないか

・棚の上などに落下物がないか

・机の上の整理整頓がされ危険物はないか

・机の上の整理整頓がされ落下しそうな物は固定されているか

・流しは清潔に保たれているか

・医薬品は子どもの手の届かないところに置いてあるか

・

・

・洗剤、薬品が子どもの手の届かないところに置いてあるか

・

・防護柵に破損はないか

・緊急避難時に障害となるものはないか

・非常階段のカギの開錠はスムーズか

・非常スベリ台の入り口出口の鍵の開錠はスムーズか

・遊具の破損はないか

・非常階段の手すりの破損はないか

・

・

年　　　月　　　日

問題点

年　　　月　　　日

問題点

氏名 氏名
評価 ○：良好　△：問題あり（部分的にわるい）　×：早急な対策が必要

他

園
庭

ホ
ー

ル

廊
下

ト
イ
レ

玄
関

事
務
室

テ
ラ
ス

安 全 点 検 表 （ 全 体 ）
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所
長

主
任

所
長

主
任

印 印
点検場所 点検する内容 評価 評価

・ＣＤラジカセの置き場所は安全か（落下の危険はないか）

・本の置き場所は安全か（落下の危険はないか）

・玩具の置き場所は安全か、破損はないか

・机の上は整理整頓され、危険物は置いていないか

・引き出しは安全かまた、中に危険物は入っていないか

・棚の上からの落下の危険物はないか

・ロッカーからの落下危険物はないか

・紙芝居の置き場所（落下の危険）

・椅子、テーブルは安全か（足カバーなど）

・床に危険な物が落ちていないか

・床面は濡れて滑りやすくなっていないか

・流しは清潔に保たれているか

・オルガンの置き場所は安全か

・加湿器の置き場所は安全か

・ベットの柵は安全か

・床にささくれている所はないか

・

・

・プールに破損はないか

・プールは乾燥し衛生的に保たれているか

・水遊びの遊具は破損していないか

・遊具は乾燥し衛生的に保たれているか

・

・

・

評価 ○：良好　△：問題あり（部分的にわるい）　×：早急な対策が必要
年　　　月　　　日

氏名

各
ク
ラ
ス

プ
ー

ル

（
季
節
限
定

）

安 全 点 検 表 （ 組 ）

問題点 問題点

年　　　月　　　日

氏名
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 ６  送迎時の対応  

 

宮城県多賀城市Ｆ幼稚園 

（園児数：190 名・職員：15 名） 

 

１．園の状況 

 仙台市から北東部の多賀城市に位置する私立幼稚園。東日本大震災では死者 188 名、行

方不明者１名、全壊 1687 棟、半壊 3,255 棟、一部損壊 5,269 棟（2012 年２月宮城県調べ）

と被害の大きい地域にあり、当園は一部損壊したものの幸い津波被害は免れた。 

 しかし、東日本大震災の際には、降園時間帯だったが、職場や自宅が被害にあったため

園児を引き取りに来られなかった家庭も多かった。また、２台の送迎バスも途中で引き返

し、その対応も混乱した。 

 

２．園での取組 

１）課題 

 東日本大震災を機に、園で定めていた「安全管理・危機管理マニュアル」を見直した。

なかでも「防災管理」を見直し、別に「地震等災害発生時対策マニュアル」を策定した。 

特に、実際の震災の時に混乱した降園時の対応について、以下のように見直した。また、

教職員対象の教育訓練を年１回行うこととし、保育中の訓練を年９回実施することにした。 

【降園中】 

・迎えにきていない子ども、バス待機中、バス乗車中、預かりの子供たちを把握する 

・そのあとは、園長（教頭）の指示に従い子どもたちを安全に待機させ、保護者に連絡して迎

えを待つ 
 

【バス乗車中】 

・揺れを感じたら、運転手と相談しバスを安全な場所に停車させる 

・子どもたちが安心するように声をかけ、安全を確保する 

・バスのラジオの情報を聞き、状況を把握する 

・子どもたちにけががないか確認する 

・幼稚園に連絡をする 

※震度や津波情報、また携帯電話がつながるか、などの状況による対応の仕方は、別紙のとお   

り 

・園に戻るか、そのまま運行するか園長（教頭）の判断に従う 
 

【預かり保育中】 

・揺れを感じたら机の下に身を隠し、揺れが収まるまで待つ 

・園庭にいる子どもたちがいたら、教師間で連携を図り、園庭の子どもたちに指示をし、安全

確保に努める 

・揺れが収まったら、安全な場所に集合させて、点呼をとり、事務室にいる教諭の指示に従う 

・周囲の情報を把握して、状況に応じて保護者に連絡をして速やかに迎えにきてもらう 
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 以上の状況は同時並行で対応する必要があるため、降園時の災害発生を想定して訓練を

行った。 

２）バス運行時の対応 

①避難所の確認 

 バス運行時に地震が発生した場合は、「バス運行時における災害時の対応」（表１）に従

って、すぐに安全な場所に停車し、情報収集を行うこととしているが、津波警報が発令さ

れた時に、その場所が危険な場合は市が定める避難所や高台に向かう必要がある。そのた

め、バスルートを確認し、避難所、高い建物、高台に向かう道路などを確認した。引き渡

しは園に戻ってすることを原則としている（表２）。 

②園との連絡及びバス運転手と添乗職員による判断 

 できるだけ園との連絡をとる方法を工夫するが、連絡がつかない場合にはバスに乗って

いる教職職員の判断で行動することが必要になることを確認し、そのために必要な情報共

有を図った。 

３）子どもの引き渡しとその後の対応 

①子どもの引き渡しには、園では「クラス名簿」と「非常時引き渡し確認簿」、バスでは「バ

ス送迎表」と「非常時引き渡し確認簿」を準備した。「非常時引き渡し確認簿」は「クラス

名簿」「バス送迎表」の裏に貼っておいた。 

②子どもを引き渡す際には、園で収集した津波到達予想時刻などの情報を伝え、津波警報

が出ている場合は園にとどまるよう伝える。 

 

非常時引き渡し確認簿 

 児童氏名 引き渡し者 時 刻 その他（子どもとの関係、住所、電話など）

１ 山田太郎 父・母・その他 14:20  

２ 佐藤花子 父・母・その他 14:25 叔父、叔母の山本さん（TEL○○○−○○○○）

３ 鈴木園子 父・母・その他 14:32 祖父の佐藤さん迎え（TEL○○○−○○○○）

  父・母・その他   

  父・母・その他   

 ※クラスごとに作成し、クラス名簿、送迎表の裏に貼っておく 

４）避難訓練 

 震度５の地震が発生し、津波警報が発令されたことを想定し、避難訓練を行った。 

①バス 

 バスでは、園との連絡がつかないことを想定し、最寄りの避難所への避難を行った。避

難自体は、バスの運転手と添乗職員がマニュアルに従って行動し、子どもたちも落ち着い

て最寄りの市の指定避難所に避難できた。しかし、バス送迎は園に戻って、園での引き渡

しとなっているが、園に戻れない、園との連絡がつかない場合、園でも避難先が特定でき

ないため、迎えに出た保護者との連絡、引き渡しが問題となった。 

②園での子どもの引き渡し 

 降園時の親子に対する対応は比較的スムーズにすることができた。津波警報が出ている

ことを伝え、園にとどまってもらうよう指示をし、遊戯室を待機場所とした。保護者の中

には、小学生のきょうだいを迎えに行くことを心配する声もあった。「非常時引き渡し確認
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簿」も有効であった。しかし、預かり保育や迎えが遅れている保護者に個別に連絡をとる

のは大変であった。実際には時間がかかるだけではなく、つながらないことも予想される。 

 

３．成果と課題 

 降園時の避難訓練は保護者の協力など準備が大変であったが、保護者からは、実際にど

のようなことが起こるのかを実感できて良かった、という感想が多かった。また、実際に

訓練を行うことで、事前の防災対策として、しておかなければならないことを保護者と共

有することで協力関係ができた。また、バスと園との連絡がとれないという想定での訓練

は、バスの運転手と添乗する教職員が２人で判断しなければならないという責任感や自覚

を確認するのに有意義であった。 

 非常時の持ち出し袋や書類等の持ち出しはこれまでの訓練でできるようになっているが、

特に、園とバス、園と保護者との連絡が課題となった。バスと園との連絡は「携帯電話」

「 Ｐ Ｃ や 携 帯 メ ー ル 」「 災 害 伝 言 ダ イ ヤ ル 」 に 加 え 、「 災 害 用 伝 言 板 」（ web171 ：

https://www.web171.jp）や、届出だけで使用できる無線機、トランシーバーの導入を検討

することとした。また、バスでの避難先はあまり多くの場所ではなく、避難できる距離を

考えて避難場所をある程度絞っておくことも必要に思われる。また、バスが避難先から園

に戻れない場合についての対応も今後の課題である。 

 園では、二次避難した場合の連絡先は、前述の方法のほかに「一斉配信メール」や園の

入り口に設置した掲示板等複数の方法で伝えることにした。バスと園での迎えのいずれに

しても避難先や順序をあらかじめ決めて保護者にも伝えておき、災害が起きる前に共有し

ておくことが、災害時の安全で合理的な行動をとるためには必要であることを感じ、今後

も改善を図っていきたい。 
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表１ 

 

バス運行中における災害時の対応（震度５弱もしくは津波警報発令～） 

携帯電話での通話が可能な場合 携帯電話での通話が困難な場合 

① 強い揺れを感じたら、運転手と相談し、バスを安全な場所に停車させ

る。 

② バスのラジオの電源を入れ、地震情報を聞く。 

（津波情報により沿岸付近通行中のバスは速やかに安全な場所に移

動・避難所マップ参照） 

③ 園に電話を入れ指示を仰ぐ  ☆災害用電話○○○－○○○○ 

･停車場所、周囲の状況 

･子どもたちの安否（乗車している子どもの名前） 

（けがをしている子がいれば、けがの状況） 

④ 子どもたちが安心するように声をかける 

⑤ 子どもたちの安全を確保する 

⑥ 子どもたちにけががないか一人ひとり確認する。 

  （けがの手当て） 

･乗車している子どもの人数、停車している場所を把握する。 

･乗車している子どもたちを前列の方に移動させる。 

⑦ 園に向かうにあたり、運転手と帰りのルート確認 

③ 子どもたちが安心できるように声をかけながら、園に向かう。 

状況によっては避難所・高台に向かう。 

① 強い揺れを感じたら、運転手と相談し、バスを安全な場所に停車させ

る。 

② バスのラジオの電源を入れ、地震情報を聞く。 

（津波情報により沿岸付近通行中のバスは速やかに安全な場所に移

動・避難所マップ参照） 

③ 子どもたちが安心するように声をかける。 

④ 子どもたちの安全を碓保する。 

⑤ 子どもたちにけががないかー人ひとり確認する。 

（けがの手当て） 

･乗車している子どもの人数、停車している場所を把握する。 

･乗車している子どもたちを前列の方に移動させる。 

⑥ 災害伝言ダイヤル 171 にかけ、園からの情報がないか確認する。 

⑦ 園に向かうにあたり、運転手と帰りのルートを確認。 

③ 子どもたちが安心できるように声をかけながら、園に向かう。 

状況によっては避難所・高台に向かう。 

⑨ 災害伝言ダイヤルにかけ、状況を録音する。 

・停車した場所、周囲の状況 

・子どもの安否、けがの有無 

・「（どのルートで）園に引き返します」 

⑩ バスの携帯電話に登録されている教師の番号に電話をしてみる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

表２ 

 

幼稚園 登・降園中 自宅
多賀城市域で
震度５強以上

◎災害時伝言ダイヤル「171」

◎You－Okメール配信
 ※登録していない家庭へ電話
○電話

○状況によってはテレビ・ラジオ・新
聞での連絡

○避難所などでの連絡掲示

○保育打ち切り

○園児は幼稚園で待機

○保護者への引き渡し実施

【通園バス】
○園児が乗車している、乗車していないにかかわらず、
   園に戻り、その後の運行は中止
○園児が乗車していた場合は、園に戻った後、引き渡しをする
○バス停で待っている場合は、保護者の判断で安全を確保する
【バス以外】
○安全な場所へ避難
○地震が収まり、安全が確認されたら保護者と一緒に帰宅する

○自宅待機

○付近の避難所に避難

○幼稚園から連絡がある
   まで登園しない

多賀城市域で
震度５弱

津波警報発令

◎災害時伝言ダイヤル「171」

◎You－Okメール配信
 ※登録していない家庭へ電話
○電話

○状況によってはテレビ・ラジオ・新
聞での連絡

○保育打ち切りの可能性あり

○園児は幼稚園で待機

○保護者への引き渡し実施

【通園バス】
○園児が乗車している、乗車していないにかかわらず、
   園の指示に従い、園に戻るか避難所に向かう。その後の運行は中止
○園児が乗車していた場合は、園に戻った後、引き渡しをする
○バス停で待っている場合は、保護者の判断で安全を確保する
【バス以外】
○安全な場所へ避難
○地震が収まったら保護者の判断で安全を確保する

○自宅待機

○付近の避難所に避難

○幼稚園から連絡がある
   まで登園しない

多賀城市域で
震度４

津波注意報

 状況により◎You－Okメール配信
 ※登録していない家庭へ電話

○安全が確認され次第
  保育継続

○状況によっては
　保護者の引き渡し実施

【通園バス】
○津波注意報の状況により、通常運行
○津波注意報の状況によっては運行を中止し、園に戻る

【バス以外】
○安全な場所へ避難
○地震が収まったら保護者の判断で安全を確保する

○外出は控える

多賀城市域で
震度３以下

○通常の保育やバス運行が困難な
 場合のみYou-Okメール配信
 ※登録していない家庭へ電話

○安全が確認され次第
  保育継続

○保育終了後、通常通り降園

【通園バス】
○安全に気をつけて、通常運行

【バス以外】
○安全に気をつけて、家族と一緒に登・降園

○安全に気をつけて過ごす

地震発生時の場所別ガイドライン
震度 連絡方法

震度別対応マニュアル


